
学校の宿題の感想文を書くために『ハチドリのひとしず
く』を教室で読んでいる妹「真里」。その姿を見たサッ
カー少年の兄「智」が真里に近寄り、物語は始まりま
す。そして、この物語の主人公で先生役の「ハチドリ」と
一緒に地球温暖化問題を学んでいきます。北海道富
良野市で苗木づくりをしている「種まき塾」、中国の黄土
高原で植林している「シルクロード緑化プロジェクト」、南
太平洋の島しょ国ツバルで海に植林などしている「南太

平洋諸国支援プロジェクト（ツバル）」の活動
も紹介されます。

南米の先住民に伝わる物語『ハチドリのひとしずく』
を巡る兄と妹のストーリーです。

いま、私たちにできること

「ずっと地球で暮らそう。」プロジェクトをひとつ選んでク
リックすると、自動的にご本人に代わってコスモ石油が
そのプロジェクトに1円を寄付する仕組みです。2008年
7月現在、8つのプロジェクトをご紹介しています。ご支
援したいプロジェクトをクリックし、国内外の環境貢献活
動にご協力ください。2007年度は5,533,808円のク
リック数がありました。
※クリックはお一人様1日1回のみ有効です。
※クリックされる方にお金はかかりません。
※23,915,467回のクリック数は、
2008年3月31日までの累計数です。

〒１０５-８５２８　東京都港区芝浦一丁目１番１号東芝ビル
TEL　03-3798-3134
http://www.cosmo-oil.co.jp/

制作

この報告書は、コスモ石油提供で作成し、コスモ石油エコカード基金に寄せられた会員の皆さまの寄付金は使用しておりません。

コスモ石油のカードに関するお問い合わせ先

コスモ･ザ･カード･ハウス「エコ」

コスモ･ザ･カード･オーパス「エコ」

月～土曜・祝日／ ～ 、日曜日／ ～

年中無休　 ～

　よりよい地球環境に向けて、何かやりたい、活動にかかわりたいと考
える人々。その気持ちが、エコカード基金の機能を通して有効で確実な
形になっていくのは素晴らしいことです。環境の課題は、現実をよく見
て判断し、優先順位を決めて進めていく必要があります。評議会に出さ
れた資料は、詳細で誠実です。不明な点は、CSR、財務、法務の視点
から検証され、対策が講じられています。評議員として高く評価ができる
と感じたのは、担当者が現場に足を運び、関わる人同士が向き合って
状況をよく把握していることです。これまでに蓄積されてきた経験と人
脈は大きく、基金の資産にもなっているといえるでしょう。
　活動に参加した方々の体験レポートはホームページでも見ることがで
きますが、実態はさまざまなメディアやツールを通して広く知られることが

大切です。各所に伝われば、新たな展開の可能性も生まれます。基金の
活動がさらに具体的に見えてくれば、会員の満足度は高まり、形はどうで
あれ、もっと関わりを持ちたいというモチベーションにつながるのではな
いかと思います。希望の種を蒔いて育てていく過程が、すべての会員の
方に広がることをまずは期待致します。意識の共
有は、次の展開を生みだし、継続させる大きなパ
ワーになるでしょう。

『コスモ石油エコカード基金』の環境貢献活動について

田中  里沙
宣伝会議編集室長

（コスモ石油エコカード基金
プロジェクト評議会評議員）

皆さまのクリック数だけ、
コスモ石油がコスモ石油エコカード基金に寄付します。

23,915,467回のクリック

2003年度にキリバス共和国で環境被害の緩和策を実践し始め、
2008年度で6年目を迎えました。これまで、雨水貯蔵タンクの設置、
天然塩生産用ポリトレーの提供、海水移動用
ポンプ一式の設置、マングローブ植林と技術
移転などを実施してきましたが、これらの成果
は、プロジェクトパートナーのひとりであり、強力
なプロジェクトの支援者でもある「キリバス政
府」関係者の率先した行動力が背景にあるか
らです。その「キリバス政府」の大統領のアノ
テ・トンさんから、コスモ・ザ・カード「エコ」会員の
皆さまへの感謝状をお預かりしましたので、ご
報告いたします。

このたび、マングローブの植樹活動に対し、
キリバス政府から感謝状が届きました。

（会員の皆さまへ）キリバス政府から

感謝状が届きました

ツバルで生活する人たちは国外に移民しなくては
ならないほど地球温暖化の被害に直面しており、
国土の至る所でその被害を視認できます。

携帯電話専用

北日本 東京
中部 大阪

地球温暖化は今日の国際社会にとって最重要課題の一つであり、着実に上昇する海面は、独

自の文化と生活様式を持つ我がキリバス共和国と国民の存続に脅威を与えています。

そのため、私たちは地球温暖化の影響に対処する適応策や緩和策を、大いに歓迎致します。対

策の一例である、海岸線沿いにマングローブを植樹する活動は、潮の満ち引きの影響を和らげて

おります。私はこの場を借りて、キリバス政府と国民を代表してISME（国際マングローブ生態系協

会）がキリバス共和国で継続的に行っているマングローブ植樹プログラムに対し、深く感謝致しま

す。またコスモ石油と会員の皆さまから、たゆまない努力とご支援を頂いていることに対し、重ねて

お礼申し上げます。

皆さまにキリバス共和国でお会いできることを

楽しみにしております。

コスモ・ザ・カード「エコ」会員の皆さまへ

アノテ・トン
キリバス共和国 大統領


